
◇令和4年度公共下水道事業会計決算

２ 営業外費用

B

A

※割合については端数処理の都合で合計などが整合しない場合があります。

決算額 収益的支出（税抜） 決算額

計

支払利息

３ 特別損失

△ 13,255千円

0千円

　（A - B）　純損失

３ 特別利益 0千円 867,903千円

854,648千円計

836,931千円

56,217千円

601,875千円

30,972千円

30,972千円

0千円

1 営業費用

人件費

減価償却費等

その他支出

管理経費 178,839千円

432,729千円

239,248千円

21,814千円

421,919千円

108,432千円

313,465千円

22千円

１ 営業収益

下水道使用料

その他収益

２ 営業外収益

他会計補助金

雨水処理負担金 171,667千円

　公共下水道事業は、令和２年４月１日に地方公営企業法の財務規定等を適用し公営企業会計へ移行

しており、収益的収支と資本的収支に分けて予算を管理しています。

収益的収支
（金額は税抜き）

家庭や事業所などから排出される汚水を処理するための収入と支出です。
令和４年度は１，３２5万円の純損失となりましたが、前年度繰越利益剰余金
により累積欠損金はありません。下水道事業に係る費用は、原則、下水道使
用料収入で賄う必要がありますが、浸水対策に係る雨水処理負担金や、下水
道使用料収入の不足分を補てんするための補助金など、一般会計から繰入金
をもらいながら事業経営を行っています。

収益的収入（税抜）

長期前受金戻入

その他収益

水俣市公共下水道事業会計決算の概要

【お問い合わせ】上下水道局経営管理係 ☎61-1627
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B

A

※割合については端数処理の都合で合計などが整合しない場合があります。

資本的収入（税込）

211,400千円

44,800千円

４ 補助金 162,096千円

資本的支出（税込） 決算額

１ 企業債 158,700千円 １ 建設改良費 308,890千円

決算額

資本的収支
（金額は税込み）

浄化センター、雨水ポンプ場、管渠などの施設を建設・改良するための収
入と支出です。令和４年度は収入に約2億9,027万円の不足が生じました
が、留保している資金などで補てんしました。

434,615千円 収支不足額（B - A） 290,270千円

令和４年度
主な建設改良事業等

新庁舎建設工事負担金 1,240千円

陣内雨水幹線改良工事

【次年度に繰越】
水俣市牧ノ内雨水ポンプ場建設工事
（機械・電気設備）

浄化センター耐震診断業務委託

25,624千円

計

３ 負担金 計

113,312千円 415,995千円２ 出資金 ２ 企業債償還金

507千円 724,885千円

補填財源 290,270千円
（損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額）
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◇処理水量・有収水量・有収率の推移

　処理水量・・・・・浄化センターで処理した汚水の水量

　有収水量・・・・使用料収入の対象となった処理水量

　有収率・・・・・有収水量を処理水量で割った値。100％に近いほど施設の稼働状況が収益につな

がっていることを表す。

◇水洗化人口・使用料収入の推移

　　人口減少に伴う水洗化人口の減により使用料収入は年々減少しています。下水道の管路整備は

　おおむね完了しており下水道区域内の水洗化率も約93％に達していますので、現行の使用料単価

　の場合、将来的に使用料収入の増収は見込めません。

使用料収入は

毎年約3％減少
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◇汚水処理原価と使用料単価の推移

　汚水処理原価・・・ 有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用。年間の汚水処理費を有収水

量で割った値。

　使用料単価・・・・ 有収水量１㎥あたりの下水道使用料の単価。年間の使用料収入を有収水量

で割った値。

　っています。

◇企業債償還金・企業債残高の推移

　く施設の更新等に伴い多額の企業債を借り入れる必要があるため、企業債償還金や企業債残高の

　減少は緩やかになっていく見込みです。

【汚水処理原価の内訳】

　　汚水処理原価が使用料単価を上回っていますので、汚水処理に係る費用が使用料収入以外の

　収入により賄われていることを意味します。使用料収入の不足分は一般会計からの繰入金で賄

　　下水道事業（汚水）の整備は平成24年頃に概ね完了しており、平成15年度末時点で約99億円

　あった企業債残高は年々減少し令和4年度末時点で約27億円となりました。今後、老朽化してい
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